
平
成
十
二
年
六
月
二
日
受
領 

答

弁

第

三

七

号 

  

内
閣
衆
質
一
四
七
第
三
七
号 

平
成
十
二
年
六
月
二
日 

内
閣
総
理
大
臣 

森 
 

喜 
 

朗 

 

衆

議

院

議

長 

伊 
 

宗 

一 

郎 

殿 

 

衆
議
院
議
員
保
坂
展
人
君
提
出
広
島
大
学
歯
学
部
第
一
口
腔
外
科
教
授
選
お
よ
び
関
連
諸
問
題
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別

紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
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一 

衆
議
院
議
員
保
坂
展
人
君
提
出
広
島
大
学
歯
学
部
第
一
口
腔
外
科
教
授
選
お
よ
び
関
連
諸
問
題
に
関
す
る
質
問 

に
対
す
る
答
弁
書 

一
の
（
１
）
か
ら
（
３
）
ま
で
に
つ
い
て 

国
立
大
学
の
教
員
の
採
用
の
た
め
の
選
考
は
、
教
育
公
務
員
特
例
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
一
号
）
第
四
条
第
五
項
の

規
定
に
よ
り
、
評
議
会
の
議
に
基
づ
き
学
長
の
定
め
る
基
準
に
よ
り
、
教
授
会
の
議
に
基
づ
き
学
長
が
行
う
こ
と
と
さ
れ
て

い
る
。 

広
島
大
学
歯
学
部
に
お
い
て
は
、
教
員
の
選
考
基
準
に
つ
い
て
、
広
島
大
学
教
員
選
考
基
準
（
昭
和
二
十
八
年
十
二
月
十

五
日
制
定
）
に
基
づ
き
広
島
大
学
歯
学
部
教
員
選
考
基
準
細
則
（
昭
和
四
十
三
年
三
月
二
十
八
日
歯
学
部
制
定
）
を
定
め
、

ま
た
、
教
員
の
選
考
手
続
に
つ
い
て
は
、
広
島
大
学
歯
学
部
教
員
選
考
手
続
に
つ
い
て
（
昭
和
五
十
二
年
四
月
二
十
八
日
教

授
会
承
認
）
を
定
め
て
い
る
。 

広
島
大
学
か
ら
は
、
御
指
摘
の
平
成
八
年
の
口
腔
外
科
学
第
一
講
座
教
授
の
選
考
に
つ
い
て
、
当
時
の
広
島
大
学
の
教
員

選
考
基
準
、
教
員
選
考
手
続
等
に
の
っ
と
り
、
適
正
に
当
該
教
授
の
選
考
を
行
っ
た
と
の
報
告
を
受
け
て
い
る
。
な
お
、
臨

床
系
教
授
の
選
考
に
当
た
っ
て
は
、
従
来
か
ら
、
教
育
研
究
の
実
績
の
ほ
か
、
臨
床
実
績
も
踏
ま
え
て
審
査
を
行
っ
て
き
て 



 

二 

お
り
、
平
成
九
年
の
同
選
考
基
準
の
改
正
に
お
い
て
そ
の
趣
旨
を
明
確
に
規
定
し
た
と
の
報
告
を
受
け
て
い
る
。 

ま
た
、
御
指
摘
の
第
二
口
腔
外
科
の
教
授
の
発
言
内
容
及
び
他
人
の
論
文
や
学
位
論
文
の
デ
ー
タ
流
用
に
関
す
る
点
に
つ

い
て
は
、
現
在
事
実
関
係
を
広
島
大
学
に
お
い
て
調
査
中
で
あ
る
。 

一
の
（
４
）
に
つ
い
て 

教
育
公
務
員
特
例
法
第
二
十
条
第
二
項
で
は
「
教
員
は
、
授
業
に
支
障
の
な
い
限
り
、
本
属
長
の
承
認
を
受
け
て
、
勤
務

場
所
を
離
れ
て
研
修
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
」
と
規
定
さ
れ
て
お
り
、
広
島
大
学
か
ら
は
、
御
指
摘
の
海
外
研
修
に
つ
い

て
も
、
こ
の
規
定
に
基
づ
き
同
大
学
の
学
長
が
承
認
を
行
っ
た
と
の
報
告
を
受
け
て
い
る
が
、
事
実
関
係
に
つ
い
て
は
、
現

在
同
大
学
に
お
い
て
調
査
中
で
あ
る
。 

二
に
つ
い
て 

広
島
大
学
歯
学
部
附
属
病
院
第
一
口
腔
外
科
の
診
療
に
つ
い
て
は
、
御
指
摘
の
教
授
就
任
後
も
そ
の
病
床
利
用
率
は
高 

く
、
外
来
患
者
延
べ
数
も
伸
び
て
お
り
、
ま
た
、
一
定
の
医
療
水
準
を
維
持
し
て
き
て
お
り
、
そ
の
診
療
内
容
は
、
地
域
住

民
及
び
そ
の
患
者
の
期
待
に
こ
た
え
て
き
て
い
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。 

ま
た
、
当
該
教
授
が
執
刀
し
た
手
術
に
お
け
る
三
例
の
医
療
事
故
に
つ
い
て
は
承
知
し
て
い
る
が
、
広
島
大
学
か
ら
、
当 



 

三 

該
教
授
は
口
腔
外
科
学
第
一
講
座
教
授
と
し
て
、
教
育
、
研
究
の
み
な
ら
ず
臨
床
に
お
い
て
も
、
そ
の
職
務
を
全
う
し
て
い

る
と
の
報
告
を
受
け
て
い
る
。 

さ
ら
に
、
広
島
大
学
か
ら
は
、
平
成
八
年
九
月
二
十
五
日
、
平
成
九
年
五
月
二
十
一
日
及
び
平
成
十
二
年
二
月
二
十
九
日

の
三
回
、
「
安
心
し
て
広
島
大
学
歯
学
部
第
一
口
腔
外
科
で
手
術
を
受
け
る
こ
と
を
希
望
す
る
一
万
人
委
員
会
」
か
ら
公
開

質
問
状
を
受
け
、
そ
の
間
に
広
島
大
学
歯
学
部
長
が
そ
の
代
表
者
と
会
談
を
行
い
、
そ
の
都
度
、
広
島
大
学
歯
学
部
附
属
病

院
の
診
療
体
制
及
び
診
療
方
針
に
つ
い
て
説
明
し
、
理
解
を
求
め
て
き
て
い
る
と
の
報
告
を
受
け
て
い
る
。 

な
お
、
広
島
大
学
か
ら
、
当
該
教
授
が
日
本
口
腔
外
科
学
会
に
対
し
認
定
医
の
申
請
を
し
た
事
実
は
な
い
と
の
報
告
を
受

け
て
い
る
。 

三
に
つ
い
て 

広
島
大
学
大
学
院
歯
学
研
究
科
に
お
い
て
は
、
博
士
号
授
与
は
、
学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第

六
十
八
条
の
二
及
び
学
位
規
則
（
昭
和
二
十
八
年
文
部
省
令
第
九
号
）
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
広
島
大
学
学
位
規

程
（
昭
和
三
十
二
年
十
二
月
十
日
制
定
）
及
び
広
島
大
学
学
位
規
程
歯
学
研
究
科
内
規
（
昭
和
五
十
年
九
月
十
一
日
研
究
科

制
定
）
に
基
づ
い
て
、
同
大
学
歯
学
部
の
教
授
及
び
助
教
授
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
研
究
科
委
員
会
に
お
い
て
十
分
な
審
査
を



 

四 

経
た
上
で
、
適
正
に
行
わ
れ
て
き
て
お
り
、
同
内
規
に
反
し
て
学
位
を
授
与
す
る
よ
う
な
事
例
は
な
い
と
の
報
告
を
受
け
て

い
る
。 

ま
た
、
御
指
摘
の
博
士
号
取
得
に
伴
う
謝
礼
の
授
受
に
つ
い
て
の
事
実
関
係
に
つ
い
て
は
、
現
在
同
大
学
に
お
い
て
調
査

中
で
あ
り
、
同
調
査
の
結
果
を
待
っ
て
適
切
に
対
応
し
て
ま
い
り
た
い
。 

な
お
、
広
島
大
学
学
位
規
程
及
び
広
島
大
学
学
位
規
程
歯
学
研
究
科
内
規
で
は
、
御
指
摘
の
論
文
受
理
発
刊
証
明
書
の
添

付
は
必
要
と
さ
れ
て
い
な
い
。 
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